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R58b Dark Haloのmerging processによるＤＬＡの起源と進化
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Damped Lyman-alpha Absorption System（ＤＬＡ）は、中性水素ガスが多く存在すること（NHI
>
∼

1021cm−2）
から、原始銀河との関連性が強い代表的なクエーサー吸収線系として知られている。近年の高分散観測によって、
dust depletionの小さい金属量が観測できるようになった結果、ＤＬＡと典型的な銀河との相関性が、統計的かつ
多角的に考察できる段階に至っている。例えば、ＤＬＡの金属量は、典型的に∼ 1/10Z⊙で、redshift 1 <

∼
z <
∼

4
にわたって、特徴的な進化がみられないことが知られている。ここでは、銀河の cold gas componentからなるＤ
ＬＡに対して、その起源となる dark haloのmerging processおよびそれぞれの halo内の galactic cold gasの星
形成過程などを考慮に入れた準解析的モデルを構築し、その力学的、化学的進化を考察した。その結果、近傍銀
河の光度関数などの観測的描像を再現する際、ＤＬＡの金属量 (Z)とその母体となる銀河の光度に強い相関があ
ることがわかった (logZ/MB ∼ −0.13)。また、その相関の進化から、star formation rateやそのＤＬＡとして観
測される母体銀河のmorphology、さらには可視光域での観測的特徴もあわせて考察を行った。


